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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内歯（３）と外歯（６）とを有する部品であって、
　前記部品（７）は、内歯（３）を有する本体部（２）と、外歯（６）を有するシート部
（５）と、を備えており、
　前記シート部（５）は、前記本体部（２）に対して、接線方向にも径方向にも、噛み合
い式に結合されており、
　前記シート部（５）は、ピックアップ用外形部（６）を有しており、
　前記本体部（２）は、少なくとも部分的に、前記ピックアップ用外形部（６）に係合す
るピックアップ対応歯（４、４ａ）を有しており、
　前記本体部（２）のピックアップ対応歯（４）は、複数の歯（４ａ）によって形成され
ており、
　当該複数の歯（４ａ）は、アンダーカット領域（８、９）を有している
ことを特徴とする部品。
【請求項２】
　前記アンダーカット領域（８、９）は、歯のベース部（４ｂ）に配置されている
ことを特徴とする請求項１に記載の部品。
【請求項３】
　前記ピックアップ用外形部（６）は、複数の歯（４ａ）の外郭に当接し、アンダーカッ
ト領域（８、９）に噛み合い式に入り込む
ことを特徴とする請求項１または２に記載の部品。
【請求項４】
　前記ピックアップ用外形部（６）は、歯の上部の領域（６ｃ’、６ｄ、６ｅ）において
、燕尾形に形成されている
ことを特徴とする請求項１、２または３に記載の部品。
【請求項５】
　前記ピックアップ用外形部（６）は、再成形加工（Umformung）によって、アンダーカ
ット領域（８、９）に押し込まれている
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ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の部品。
【請求項６】
　前記シート部は、シフト要素のディスクキャリヤ（５）として形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の部品。
【請求項７】
　当該部品は、遊星歯車装置の内ば歯車（７）として形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の部品。
【請求項８】
　前記本体部（２）は、歯車材料、特には炭化処理可能な材料、から製造可能である
ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の部品。
【請求項９】
　前記ピックアップ用外形部（６、６ａ、６ｂ、６ｃ’）は、略台形状に形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の部品。
【請求項１０】
　当該部品（７）は、内ば歯車キャリヤ（１）を有している
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の部品。
【請求項１１】
　前記内ば歯車キャリヤ（１）は、シート部材として形成されている
ことを特徴とする請求項１０に記載の部品。
【請求項１２】
　前記内ば歯車キャリヤ（１）は、リング状のフランジ（１ｂ）を有しており、
　当該フランジ（１ｂ）は、内ば歯車（７）すなわる本体部（２）と、噛み合い式に結合
されている
ことを特徴とする請求項１０または１１に記載の部品。
【請求項１３】
　本体部（２）とシート部（５）とが、最初に分離して製造され、続いて結合される
ことを特徴とする請求項１乃至１２のいずれかに記載の部品（７）の製造方法。
【請求項１４】
　本体部（２）の製造は、切削加工（spangebende Herstellung）を含んでいる
ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　シート部（５）の製造、特にピックアップ用外形部（６）の製造は、再成形加工（Umfo
rmung）によって行われる
ことを特徴とする請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ピックアップ用外形部（６）の製造において、最初にプレ外形部（６ｃ）が生成され、
結合後に最終外形部（６ｃ’、６ｄ、６ｅ）が生成される
ことを特徴とする請求項１３、１４または１５に記載の方法。
【請求項１７】
　プレ外形部（６ｃ）は、直線状の歯面（６ｂ）の間に、凹状の歯上部（６ｃ）を有して
いる
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　最終外形部（６ｃ’、６ｄ、６ｅ）は、プレ外形部すなわち凹状の歯上部（６ｃ）の引
き延ばしによって、生成される
ことを特徴とする請求項１６または１７に記載の方法。
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